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記
者
会
見
に
は
小
宮
氏
、

広
瀬
氏
、
城
田
氏
が
登
壇
し

た
。

　
冒
頭
、
小
宮
氏
が
ビ
ッ
グ

モ
ー
タ
ー
の
不
正
請
求
問
題

や
保
険
料
調
整
事
案
に
つ
い

て
謝
罪
し
た
。
続
い
て
社
長

交
代
の
理
由
に
つ
い
て
小
宮

氏
は
、
①
東
京
海
上
日
動
を

取
り
巻
く
事
業
環
境
の
変
化

が
極
め
て
大
き
く
速
く
、
持

続
的
に
成
長
・
安
定
さ
せ
る

た
め
に
は
、
同
社
自
身
が
大

き
く
速
く
変
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
取
り

組
み
や
改
革
を

一
層
力
強
く
進

め
る
必
要
が
あ
っ
た
②
東
京

海
上
グ
ル
ー
プ
の
ト
ッ
プ
で

あ
る
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

社
長
と
、
グ
ル
ー
プ
中
核
会

社
で
あ
る
東
京
海
上
日
動
の

社
長
が
慣
例
に
基
づ
い
て
就

任
後
６
年
で
同
時
に
交
代
す

る
こ
と
に
対
し
て
、
グ
ル
ー

プ
一
体
経
営
や
経
営
の
継
続

性
の
観
点
か
ら
避
け
る
べ
き

だ
と
考
え
て
い
た
―
の
２
点

を
挙
げ
た
。

　
城
田
氏
に
つ
い
て
は
、
営

業
各
部
門
や
広
報
部
門
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
ん
で

お
り
、
社
員
の
力
を
し
っ
か

り
と
結
集
し
て
顧
客
や
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
第
一
線
の
社
員
の

視
点
を
も
っ
て
前
例
に
と
ら

わ
れ
な
い
変
革
を
チ
ャ
レ
ン

ジ
・
実
行
で
き
る
人
物
と
評

価
。
ま
た
、
明
る
く
楽
天
的

な
要
素
が
あ
り
、
社
内
で
も

信
頼
が
厚
く
、
人
心
を
掌
握

し
な
が
ら
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
も
長
け
て
い
る
と
述
べ

た
。

　
次
に
あ
い
さ
つ
し
た
広
瀬

社
長
は
、
ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー

の
不
正
請
求
問
題
や
保
険
料

調
整
事
案
に
つ
い
て
謝
罪

し
、
「
全
容
と
真
因
を
究
明

し
て
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

事
態
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
再

発
防
止
策
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
お
客
さ
ま
基
点
で
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
見
直
し
て

い
く
こ
と
で
社
会
や
お
客
さ

ま
か
ら
の
信
頼
の
回
復
に
努

め
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
私

は
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て

決
し
て
背
を
向
け
る
こ
と
な

く
、
来
年
４
月
以
降
も
会
長

と
し
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
立
場

か
ら
信
頼
回
復
の
取
り
組
み

を
見
届
け
て
い
く
決
意
を
こ

の
場
で
皆
さ
ま
に
お
伝
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
た
。
ま
た
、
社
長
就
任
以

降
の
５
年
間
を
振
り
返
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
へ
の
対
応
、
急
速
に

発
展
し
た
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
、
自
然
災
害
や
サ
イ
バ

ー
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
の
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
な

ど
、
新
た
な
商
品
や
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
通
じ
て
歩
み
を

進
め
て
き
た
と
説
明
し
た
。

　
最
後
に
あ
い
さ
つ
し
た
城

田
氏
は
、
ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー

問
題
と
保
険
料
調
整
事
案
に

つ
い
て
お
詫
び
を
述
べ
た
上

で
、
社
長
就
任
後
に
は
ま

ず
、
顧
客
起
点
で
こ
れ
ま
で

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
真
摯

に
見
直
し
、
信
頼
回
復
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
と
し
、
「
お
客
さ
ま
起

点
で
徹
底
的
に
考
え
抜
き
、

お
客
さ
ま
や
地
域
社
会
の
課

題
を
解
決
し
、
お
客
さ
ま
に

対
す
る
価
値
を
提
供
し
続
け

る
会
社
、
そ
し
て
、
社
員
・

代
理
店
が
お
客
さ
ま
や
社
会

か
ら
の
信
頼
を
得
て
、
前
向

き
な
明
る
さ
と
厳
し
さ
を
も

っ
て
活
動
し
、
多
様
性
や
人

の
力
を
競
争
優

位
の
源
泉
と
す

る
会
社
を
目
指

し
て
精
一
杯
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
た
。
ビ
ッ
グ
モ
ー
タ
ー
問

題
と
保
険
料
調
整
事
案
に
質

問
が
集
中
し
、
社
長
交
代
と

一
連
の
問
題
と
の
関
連
に
つ

い
て
質
問
を
受
け
た
小
宮
氏

は
こ
れ
を
否
定
し
、
「
同
時

交
代
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク
を

避
け
た
い
と
い
う
こ
と
と
、

東
京
海
上
日
動
が
変
革
に
向

け
た
、
あ
る
い
は
成
長
に
向

け
た
挑
戦
の
ギ
ア
を
上
げ
て

加
速
し
た
い
と
い
う
の
が
社

長
交
代
の
理
由
で
、
足
元
で

起
こ
っ
て
い
る
問
題
が
な
く

て
も
今
回
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
人
事
は
決
め
て
い
た
」
と

述
べ
、
１
年
ほ
ど
前
か
ら
社

長
交
代
を
考
え
、
変
革
の
実

行
力
を
持
ち
、
社
員
と
一
緒

に
推
進
し
て
い
け
る
人
物
と

し
て
徐
々
に
城
田
氏
が
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
明
か
し
た
。

　
ま
た
、
保
険
料
調
整
事
案

の
背
景
や
、
新
社
長
と
し
て

ど
の
よ
う
な
対
策
を
打
つ
の

か
を
問
わ
れ
た
城
田
氏
は
、

前
日
同
社
に
入
っ
た
公
正
取

引
委
員
会
に
よ
る
立
入
検
査

に
全
面
的
に
協
力
す
る
一

方
、
同
社
が
設
置
し
た
特
別

調
査
委
員
会
に
よ
る
真
因
分

析
の
調
査
が
進
ん
で
お
り
、

現
時
点
で
詳
し
く
話
せ
る
段

階
で
は
な
い
と
し
た
上
で
、

「
共
同
保
険
の
事
務
な
ど
で

は
保
険
会
社
の
営
業
担
当
者

同
士
が
接
触
す
る
機
会
が
多

く
、
経
営
と
し
て
不
適
切
な

行
為
が
発
生
し
得
る
リ
ス
ク

に
つ
い
て
認
識
が
不
足
し
て

い
た
と
私
自
身
反
省
し
て
い

る
。
営
業
現
場
で
日
常
の
取

り
決
め
を
す
る
中
で
独
占
禁

止
法
に
関
す
る
知
識
な
ど
を

忘
れ
、
慣
習
的
な
こ
と
に
走

っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り
、

そ
の
一
方
で
経
営
と
し
て
そ

う
し
た
こ
と
を
指
示
し
て
防

止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
責
任
を
感
じ
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
調
査
委
員
会

で
の
真
因
分
析
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
よ
り
し
っ

か
り
と
対
策
を
打
っ
て
い
き

た
い
」
と
回
答
し
た
。

　【
城
田
宏
明
（
シ
ロ
タ
・

ヒ
ロ
ア
キ
）
新
社
長
の
略

歴
】
神
奈
川
県
出
身
。
１
９

９
２
年
３
月
成
蹊
大
学
法
学

部
卒
業
。
同
年
４
月
東
京
海

上
火
災
保
険
㈱
入
社
、
２
０

１
６
年
４
月
東
京
海
上
日
動

火
災
保
険
㈱
広
報
部
部
長
、

17
年
４
月
広
報
部
長
、
20
年

４
月
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「G

lob

al L
e
ad
e
rsh
ip P
ath

w
ay

」
参
加
（
東
京
海
上

日
動
火
災
保
険
㈱
理
事
）
、

21
年
３
月
理
事
営
業
企
画
部

部
長
、
４
月
理
事
営
業
企
画

部
長
、
22
年
４
月
執
行
役
員

営
業
企
画
部
長
（
現
職
）
。

　
ア
ク
サ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
が
11
月
24

日
に
発
表
し
た
２
０
２
３
年

度
第
２
四
半
期
（
上
半
期
）

決
算
に
よ
る
と
、
連
結
経
常

収
益
は
前
年
同
期
比
31
・
４

％
増
の
６
５
４
２
億
円
、
連

結
保
険
料
等
収
入
は
同
４
・

２
％
増
の
４
４
９
１
億
円
、

連
結
経
常
利
益
は
同
44
・
４

％
増
の
３
６
８
億
円
、
親
会

社
株
主
に
帰
属
す
る
中
間
純

利
益
は
同
54
・
７
％
増
の
２

２
４
億
円
と
な
っ
た
。
グ
ル

ー
プ
連
結
の
総
資
産
は
前
年

度
末
比
４
・
１
％
増
の
８
兆

３
１
４
８
億
円
、
ソ
ル
ベ
ン

シ
ー
・
マ
ー
ジ
ン
比
率
は
同

67
・
６
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
て

６
４
６
・
９
％
と
な
っ
た
。

　
ア
ク
サ
生
命
の
経
常
収
益

は
前
年
同
期
比
34
・
１
％
増

の
６
２
１
８
億
円
で
、
う
ち

保
険
料
等
収
入
は
同
４
・
７

％
増
の
４
１
７
２
億
円
だ
っ

た
。
経
常
利
益
は
同
53
・
７

％
増
の
３
４
３
億
円
。
当
期

純
利
益
は
同
67
・
４
％
増
の

２
０
９
億
円
。
基
礎
利
益
は

同
20
・
７
％
増
の
３
０
６
億

円
と
な
っ
た
。

　
新
契
約
年
換
算
保
険
料

（
個
人
保
険
＋
個
人
年
金
保

険
）
は
同
０
・
４
％
増
の
４

３
０
億
円
で
、
う
ち
第
三
分

野
は
同
０
・
２
％
増
の
１
５

５
億
円
。
保
有
契
約
年
換
算

保
険
料
（
個
人
保
険
＋
個
人

年
金
保
険
）
は
前
年
度
末
比

２
・
９
％
増
の
７
２
５
６
億

円
だ
っ
た
。
う
ち
、
第
三
分

野
は
同
２
・
８
％
増
の
２
６

２
７
億
円
。

　
メ
ッ
ト
ラ
イ
フ
生

命
が
11
月
24
日
に
発

表
し
た
２
０
２
３
年

度
第
２
四
半
期
（
上
半
期
）

決
算
に
よ
る
と
、
新
契
約
年

換
算
保
険
料
は
前
年
同
期
比

９
・
９
％
増
の
６
９
０
億
円

と
な
っ
た
。
う
ち
医
療
保
障

・
生
前
給
付
保
障
等
は
同
６

・
５
％
減
の
１
７
６
億
円
。

保
有
契
約
年
換
算
保
険
料
は

前
年
度
末
比
６
・
５
％
増
の

１
兆
２
６
０
２
億
円
と
な
っ

た
。
う
ち
医
療
保
障
・
生
前

給
付
保
障
等
は
同
２
・
０
％

増
の
４
１
４
９
億
円
。

　
経
常
収
益
は
前
年
同
期
か

ら
82
億
円
増
加
し
２
兆
７
９

７
４
億
円
。
保
険
料
等
収
入

は
１
兆
５
９
３
１
億
円
で
、

同
21
・
５
％
の
増
収
と
な
っ

た
。
保
険
料
等
収
入
の
う

ち
、
保
険
料
は
同
27
・
１
％

増
の
１
兆
３
２
６
８
億
円
。

資
産
運
用
収
益
は
１
兆
１
５

７
０
億
円
で
同
２
８
３
５
億

円
減
少
し
た
が
、
こ
の
う
ち

利
息
及
び
配
当
金
等
収
入
は

同
78
億
円
増
の
２
２
７
３
億

円
だ
っ
た
。

　
経
常
費
用
は
同
３
８
９
億

円
減
の
２
兆
７
８
２
０
億
円

で
、
こ
の
う
ち
保
険
金
等
支

払
金
は
同
１
８
７
０
億
円
増

の
１
兆
６
３
９
２
億
円
、
責

任
準
備
金
等
繰
入
額
は
同
１

２
４
３
億
円
減
の
６
４
４
１

億
円
、
資
産
運
用
費
用
は
同

１
１
７
９
億
円
減
の
３
０
５

０
億
円
、
事
業
費
は
同
87
億

円
増
の
１
３
９
３
億
円
だ
っ

た
。

　
以
上
の
結
果
、
経
常
利
益

は
１
５
４
億
円
（
前
年
同
期

実
績
は
▲
３
１
７
億
円
）
、

中
間
純
利
益
は
61
億
円
（
同

▲
２
７
３
億
円
）
と
な
っ

た
。

　
基
礎
利
益
は
同
45
・
７
％

増
の
１
３
７
５
億
円
。
ソ
ル

ベ
ン
シ
ー
・
マ
ー
ジ
ン
比
率

は
前
年
度
末
比
１
３
４
・
０

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
５
９
１
・

４
％
と
な
っ
た
。
総
資
産
は

15
兆
６
９
２
億
円
で
同
３
・

５
％
増
加
。

　
東
京
海
上
日
動
は
12
月
20
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
ト
ラ
ス
ト
シ
テ
ィ
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
・
丸
の
内
で
記
者
会
見
を
行
い
、
城
田
宏
明
執
行
役
員
営
業
企
画
部
長
が
来

年
４
月
１
日
付
で
新
社
長
に
就
任
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
広
瀬
伸
一
社
長
は
同
日

付
で
会
長
に
、
小
宮
暁
会
長
（
東
京
海
上
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
社
長
・
グ
ル
ー
プ
Ｃ

Ｅ
Ｏ
）
は
取
締
役
に
な
る
。
併
せ
て
、
東
京
海
上
Ｈ
Ｄ
で
は
、
来
年
６
月
下
旬
の
定

時
株
主
総
会
日
付
の
役
員
人
事
と
し
て
、
取
締
役
の
広
瀬
氏
の
退
任
と
、
城
田
氏
の

取
締
役
就
任
が
内
定
し
た
こ
と
を
明
か
し
た
。

■明治安田生命　23年度総代報告会開催�（２面）

■生損保業界ＨＤＩ格付け結果� （３面）

■ＦＩＮＯＬＡＢ�InsurTech ＷＧ　企業内代理店が直面する課題考察�（７面）

▼
�日本損害鑑定協会

　第９回損害鑑定フォーラム�（６面）

太陽光発電設備、
産廃処理で意見交換

「
お
客
さ
ま
起
点
で
徹
底
的
に
考
え
抜
く
会
社
」目
指
す

23
年
度
第
２
四
半
期（
上
半
期
）決
算

ア
ク
サ
生
命
純
利
益
は
67
％
増

アクサＨＤ

23
年
度
第
２
四
半
期（
上
半
期
）決
算

純
利
益
61
億
円
を
計
上

メットライフ生命
東京海上日動　社長交代で記者会見

城田宏明氏が新社長に

城田氏


